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良
質
な
油
と
発
酵
食
品
の
摂
取
で

健
康
寿
命
の
延
伸
を

持
続
可
能
な
秦
野
赤
十
字
病
院

支
援
策
を
実
施
せ
よ

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
木
村　
眞
澄

一　
映
画
「
じ
ん
じ
ん
〜
其
の
二
〜
」

に
つ
い
て

問　
市
民
と
企
業
か
ら
多
額
の
協
賛
金

を
集
め
て
制
作
さ
れ
た
が
、
そ
の
観
光

効
果
を
含
め
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
今
後
の
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
全
国
各
地
で
上
映
さ
れ
て
お
り
、

本
市
の
観
光
資
源
が
多
く
の
人
に
周
知

さ
れ
る
こ
と
は
、
観
光
振
興
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

上
映
の
機
会
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

無　
所　
属　
　
　
吉
村　
慶
一

一　
地
域
医
療
に
つ
い
て

問　
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
業
務
停

止
以
来
、
地
域
医
療
が
政
治
問
題
化
し
、

市
長
選
挙
の
争
点
に
も
な
っ
た
。
し
か

し
、
政
治
問
題
化
の
度
が
過
ぎ
て
、
非

常
に
短
期
的
な
視
野
の
解
決
策
が
と
ら

れ
か
ね
な
い
こ
と
を
心
配
す
る
。
平
成

30
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、
こ
ど
も

健
康
部
は
、
秦
野
赤
十
字
病
院
に
新
た

に
２
億
円
を
補
助
す
る
予
算
要
求
を
出

し
た
が
、
高
橋
新
市
長
の
予
算
査
定
の

前
に
、
自
ら
そ
の
要
求
を
取
り
下
げ
た

経
過
が
あ
る
。
秦
野
赤
十
字
病
院
に
対

し
て
、
市
は
年
間
い
く
ら
の
額
を
何
年

間
支
援
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
安
心
・
安
全
な
分
娩
環
境
を
整
備

要
望　
本
市
で
の
上
映
会
の
参
加
人
数

は
約
４
千
人
の
み
で
あ
る
た
め
、
よ
り

多
く
の
市
民
が
見
ら
れ
る
機
会
を
設
け

て
ほ
し
い
。

二　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

問　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、

①
野
菜
中
心
の
食
生
活
、
②
体
を
動
か

す
こ
と
、
③
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
食
に
関
す
る
項
目
に
つ

い
て
は
食
生
活
改
善
推
進
員
に
実
践
し

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
減
塩
と
野
菜
摂
取
量
の
増
加
に
つ

い
て
は
、
料
理
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

普
及
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

市
民
へ
の
浸
透
が
進
ん
で
い
る
。

問　
生
活
習
慣
病
予
防
と
介
護
・
認
知

症
予
防
の
た
め
に
エ
ゴ
マ
油
や
オ
リ
ー

ブ
油
な
ど
の
良
質
な
油
と
、
免
疫
を
高

め
る
発
酵
食
品
の
摂
取
に
も
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
油
は
体
の
構
成
に
必
要
な
栄
養
素

で
あ
る
が
、
そ
の
質
に
も
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。
発
酵
食
品
や
良
質
な
油
の
摂

取
は
、
今
後
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の

活
動
の
中
で
市
民
に
啓
発
し
て
い
く
。

す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
病
院
の
救
急

受
け
入
れ
率
が
近
隣
他
市
に
比
べ
て
低

い
こ
と
を
改
善
す
る
た
め
に
も
、
秦
野

赤
十
字
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
病
院
へ

の
支
援
を
研
究
し
て
い
る
。

問　
例
え
ば
、
現
市
長
の
１
期
４
年
の

任
期
中
に
限
れ
ば
、
年
間
10
億
円
の
支

援
も
可
能
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
20
年
も

30
年
も
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

再
度
、
責
任
あ
る
立
場
の
人
に
問
う
が
、

支
援
の
年
額
と
期
間
は
ど
う
か
。

答　
ま
だ
研
究
中
で
、
今
は
答
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

意
見　
政
治
的
な
理
由
で
短
期
間
し
か

対
応
で
き
な
い
支
援
策
を
と
っ
て
も
、

将
来
の
市
民
が
困
る
こ
と
を
よ
く
考
え

て
も
ら
い
た
い
。
秦
野
赤
十
字
病
院
が

遣
要
請
に
関
す
る
調
整
、
情
報
連
携
、

支
援
物
資
輸
送
の
調
整
な
ど
の
協
力
を

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

三　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
管
理
に
つ
い
て

問　
普
及
が
進
む
一
方
で
、
川
崎
市
に

お
い
て
不
適
切
な
管
理
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
本
市
の
管
理
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
が
管
理
す
る
90
台
の
う
ち
、

86
台
は
リ
モ
ー
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
集
中
管
理
に
加
え
、
設
置
施
設
の
所

管
課
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
残
り
４

台
も
、
定
期
的
に
点
検
し
て
い
る
。

移
転
・
新
築
し
た
時
に
、
二
宮
元
市
長

が
と
っ
た
支
援
策
（
平
成
38
年
度
ま
で

25
年
間
に
わ
た
り
年
間
約
１
億
３
千
万

円
）
が
一
つ
の
基
準
に
な
る
と
思
う
。

自
殺
対
策
計
画
策
定
の
た
め

自
殺
対
策
推
進
委
員
会
を
設
置

消
防
署
南
分
署
の
老
朽
化
し
た

消
防
車
２
台
を
更
新

新
規
立
地
に
向
け
た
環
境
を
整
備
し

企
業
誘
致
の
促
進
へ

中
小
企
業
な
ど
の
設
備
投
資
を
促
し

産
業
の
活
性
化
を
図
る

議
案
第
36
号　
秦
野
市
附
属
機
関
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

自
殺
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
市
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
自

殺
対
策
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
長
の
附
属
機

関
と
し
て
秦
野
市
自
殺
対
策
推
進
委
員

会
を
設
置
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見

問　
自
殺
対
策
推
進
委
員
会
の
委
員
構

成
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
学
識
経
験
を
有
す
る
者
と
し
て
精

神
保
健
を
専
門
と
す
る
医
師
を
は
じ
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
自
殺
対
策
を
行

う
関
係
団
体
や
、
神
奈
川
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
専
門
的
な
行
政
機

関
か
ら
の
選
出
を
考
え
て
い
る
。

意
見　
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

現
状
を
掌
握
し
た
中
で
の
議
論
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
委
員
に
つ
い
て
は
、
実

議
案
第
42
号　
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
43
号　
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

消
防
署
南
分
署
配
置
の
化
学
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

老
朽
化
に
伴
い
、
車
両
を
更
新
す
る
も

の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
消
防
車
両
の
入
札
に
お
け
る
予
定

価
格
の
算
出
根
拠
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
消
防
車
両
は
、
各
自
治
体
が
地
域

の
特
性
に
応
じ
て
発
注
を
行
っ
て
い
る
。

仕
様
案
に
基
づ
く
参
考
見
積
り
を
製
造

議
案
第
39
号　
秦
野
市
企
業
等
の
立
地

及
び
施
設
再
整
備
の
支
援
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

企
業
の
新
規
立
地
や
市
内
企
業
の
施

設
再
整
備
な
ど
を
促
す
た
め
、
奨
励
処

置
の
対
象
と
な
る
立
地
の
た
め
の
土
地

の
取
得
、
賃
借
、
施
設
再
整
備
の
着
手

に
係
る
期
限
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

操
業
開
始
に
係
る
期
限
を
延
長
す
る
も

の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
も
の
。

議
案
第
38
号　
秦
野
市
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
生

産
性
向
上
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
、

本
市
が
策
定
す
る
導
入
促
進
基
本
計
画

に
基
づ
き
認
定
し
た
先
端
設
備
等
導
入

計
画
に
従
い
、
平
成
33
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
し
た
設
備
な
ど
の
固
定
資
産

税
額
を
３
年
間
ゼ
ロ
と
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

務
経
験
者
や
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
現

場
の
課
題
を
熟
知
し
て
い
る
者
を
選
任

す
べ
き
で
あ
る
。

問　
自
殺
対
策
推
進
委
員
会
に
お
い
て

は
、
本
市
の
現
状
を
分
析
し
た
デ
ー
タ

の
共
通
認
識
を
図
っ
た
上
で
、
計
画
策

定
ま
で
の
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
状
分
析

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
国
が
住
所
地
別
に
自
殺
者
の
数
を

計
上
し
た
人
口
動
態
統
計
や
過
去
５
年

間
の
自
殺
状
況
を
ま
と
め
た
地
域
自
殺

実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
軸
に
現
状

分
析
を
行
っ
て
い
く
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

業
者
３
者
以
上
に
依
頼
し
、
そ
の
う
ち

最
も
低
い
価
格
を
予
定
価
格
と
し
て
い

る
。

問　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
上
の
消
防
車
両
の
更
新

計
画
と
秦
野
市
消
防
計
画
に
基
づ
く
消

防
車
両
の
更
新
年
限
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
更
新
計
画
で
は
、
消
防
署
南
分
署

に
配
置
す
る
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
各
１
台
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
更
新
年
限
は
化
学
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
19
年
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
は
13
年
と
し
て
い
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

発
注
の
仕
方
を
広
域
で
調
整
す
る
こ

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
奨
励
処
置
の
要
件
に
あ
る
期
限
を

待
た
ず
に
延
長
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
29
年
度
に
行
っ
た
「
企
業
立

地
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

」
に
よ
り
、
土
地
の
選
定
か
ら
操
業
ま

で
５
年
程
度
必
要
と
分
か
り
、
企
業
が

早
い
時
期
か
ら
検
討
で
き
る
環
境
の
整

備
が
新
規
立
地
や
市
内
既
存
企
業
の
施

設
再
整
備
、
市
外
へ
の
流
出
防
止
に
つ

な
が
る
と
考
え
、
前
倒
し
で
期
限
を
延

長
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
操
業
開
始
期
限
を
平
成
37
年
度
末

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
減
収
分
に
対
す
る
国
の
支
援
と
本

市
財
政
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
減
収
と
な
る
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
、
そ
の
額
の
最
大
75
％
ま
で
が
国

か
ら
の
普
通
交
付
税
と
し
て
補
て
ん
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
30
年

度
実
績
で
試
算
を
し
た
場
合
の
影
響
額

は
約
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

食生活改善推進員による活動の様子

県自殺対策施策のひとつであるゲートキーパー
養成（写真は、ゲートキーパー手帳）

分娩業務を停止している秦野赤十字病院

と
を
県
内
で
提
案
す
る
よ
う
お
願
い
し

て
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

ま
で
に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
効
果
的

な
企
業
誘
致
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、

延
長
す
る
期
間
を
短
く
設
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
設
後
の
５

年
間
は
新
規
立
地
が
進
む
傾
向
が
見
ら

れ
る
こ
と
や
戸
川
地
区
で
計
画
さ
れ
て

い
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
ち
ょ
く

な
ど
も
見
据
え
た
中
で
、
こ
の
期
限
を

設
定
し
た
。

要
望　
市
内
の
工
業
専
用
地
域
を
除
く

工
業
系
の
用
途
地
域
に
お
い
て
は
宅
地

化
が
進
ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
の
移

転
が
進
む
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
） 消防署南分署

議会のしくみ、
聞いてみませんか？
　議会事務局では、市民の皆さんの
疑問にお答えするために出前講座を
行っています。学校の授業、自治会を
はじめ各種団体の研修会、職場やサー
クルの勉強会を開催するときに、議会
のことを学んでみませんか。
　お申し込みは、議会事務局（TEL
0463-82-9652）まで
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県立秦野高校での出前講座の様子




